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◇平成25年11月発行／大鹿村役場　◇印刷／龍共印刷株式会社 

私たちの村 平成25年11月１日現在　※（ ）内は前月比 

人口 1,131人(±0)／男 558人（＋2）／女 573人（－2）／世帯数 523戸（＋1） 
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〒399-3502 長野県下伊那郡大鹿村大字大河原354　大鹿村役場 

 ホームページアドレス http://www.vill.ooshika.nagano.jp 
 電子メールアドレス info@vill.ooshika.lg.jp

第4回 日本で最も美しい村・大鹿村フォトコンテスト　　最優秀賞「交通安全願う」　金田良吉さん（飯田市） 
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「交通安全願う」　　金 田 良 吉 さん（飯田市）
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「風」　宮 澤 　 信 さん（中川村） 「花に誘われて」　熊 谷 笑 子 さん（飯田市）

最
優
秀
賞　

一
点

優
秀
賞　
　

五
点

「思いをこめて/李花の舞」　中 島 信 行 さん（飯田市）

「今年も咲いたよ！」　木 下 秋 彦 さん（飯田市）
「来たる冬」　稲 田 加奈子 さん（大鹿村）
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◆第4回「日本で最も美しい村・大鹿村」フォトコンテスト総評◆

　早いもので、この「日本で最も美しい村・大鹿村」フォトコンテスト」も、今回で４回目を迎えた。このコンテストは隔年に

行われるため、実際の経年は８年となる。第1回出品数１５７点、第２回９２点、第３回１５５点、そして今回の第４回は１５６点であった。

第１回目の審査がやや厳しかったせいか、第２回目は約３分の２に減少したが、第３回、第４回は初回と同等の応募となった。

　それに伴って、応募作品の質も大幅に向上し、同時に幅広い表現範囲・表現技術の向上も顕著で、今後のコンテストが一層愉

しみとなったことは喜ばしい。

　最優秀に輝いたのは、飯田市の金田良吉さんで、根元少し上部から二股に分かれたアカマツの樹を画面中心に置き、根元にあ

る道祖神を影の中入れてアピール、いかにも古い歴史を持つ大鹿村の雰囲気をみごとに表した。次いで優秀賞は飯田市の熊谷笑

子さんの「花に誘われて」、同市の木下秋彦さんの「今年も咲いたよ」、二本の桃の花と土蔵を組み合わせた作品。上伊那郡中川

村の宮澤信さんの「風」、五月の鯉のぼり３本に散り頻る桜の花片を散らした作品、次いで大鹿村の稲田加奈子さんの「晩秋の

残り柿と雪化粧した村落」、いかにも故郷を知り尽くした表現力が光る。最後は飯田市の中島信行さんの「信濃の宮」、巫女さん

の踊りをきっちりとクライマックスで止めた技術はみごとである。入賞作１０点は大鹿村の齋藤絵美理さん、飯田市の平栗泰男さ

ん、愛知県安城市の川治静子さん、大鹿村の小林俊夫さん、飯田市の太田登さん、岡谷市の小口照人さん、愛知県豊橋市の石野

巧さん、静岡県富士宮市の井出彰彦さん、伊那市の酒井幸一さん、最後は大鹿村の稲田知子さん、優秀賞稲田さんとは妹さんに

あたる。

　入賞作品１０点も大鹿村の最も美しい場面をそれぞれに表現、みごと入賞に輝いた。

　これら入賞を選者が見て考えるに、それぞれの作者の不断の努力がいかに大変だったか、１０倍以上の作品中から選出されたこ

とだけでなく、やはり「南信州」という郷土への愛が深いこと、写真技術の優秀なことがひときわ光っている。

　他県からは３名の入賞者があったが、これらの方もはるばる遠くからこの村に通い、少ないチャンスを見事に捉え得た努力と

精神を心から喜びたい。

　そしてまた来期も、さらに素晴らしい作品を応募していただけることを期待するものである。

審査委員長　白     史  朗 

「ママ、お花きれい」　小 口 照 人 さん（岡谷市）

「桜を浴びて」
太 田 　 登 さん（飯田市）

入　

選　

一
〇
点

「春らんまん」
石 野 　 巧 さん（愛知県豊橋市）

「夏めく」
齋 藤 絵美理 さん（大鹿村）

「初夏の大鹿」　酒 井 幸 一 さん（伊那市） 「お隣さんは自然」　稲 田 知 子 さん（大鹿村）

「山里の彩り」　川 治 静 子 さん（愛知県安城市） 「満開の花桃」　平 栗 泰 男 さん（飯田市） 「路」　小 林 俊 夫 さん（大鹿村）

「静寂の中の輝き」　井 出 彰 彦 さん（静岡県富士宮市）
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　10月３日から５日まで、島根県隠岐郡海士町（おきぐん　あまちょう）で「日本で最も美しい村」連合の

2013フェスティバルが開催されました。

　新規加盟村の承認セレモニーでは新たに栃木県那珂川町小砂、静岡県松崎町、京都府和束町、熊本県高森町、

熊本県球磨村の４町村１地域が連合加盟の承認を受け、これにより「日本で最も美しい村」連合の仲間は５４の

町村・地域となりました。

　フェスティバルに参加した各地域の代表者の皆さんは、地元の食材を使った料理を堪能しながら交流を深め、

また事例発表や情報交換を通じて、自分たちの活動に自信を持つと共に新たな刺激を受け、今後の活動に意欲

を見せていました。海士町の皆さん、心のこもった温かなおもてなしをありがとうございました。

　日本海の島根半島沖合約60kmに浮かぶ隠岐諸島の中の一つ中

ノ島を「海士町」といい１島１町の小さな島です。

（面積33.46km2、周囲89.1km）

　また、対馬暖流の影響を受けた豊かな海と、名水百選（天川の

水）に選ばれた豊富な湧水に恵まれ、自給自足のできる半農半漁

の町です。

4

【隠岐島前神楽】〔昭和36年島根県無形民俗文化財に指定〕
　隠岐島前神楽は室町時代より五つの社家(しゃけ)と呼ばれる家（一族）に

より、伝えられてきましたが、今では、ただ１つ残った石塚家と地域住民に

より伝承が行われています。隠岐島前神楽の特徴は、古い形式を残した、祈

祷から娯楽に変わる手前の芸能と言われます。舞は大太鼓、締め太鼓、手拍

子（てびし）と歌による奏楽で、二軒四方、畳八畳の舞台の二畳ほどで行い

ます。さらに、女性の参加が不可欠であることが特色です。

島根県　海士町（あまちょう）

「日本で最も美しい村」連合2013フェスティバル in 海士町「日本で最も美しい村」連合2013フェスティバル in 海士町「日本で最も美しい村」連合2013フェスティバル in 海士町「日本で最も美しい村」連合2013フェスティバル in 海士町
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10 標津町 

19 小坂町 

20 東成瀬村 

3 大蔵村 

14 飯豊町 

34 飯舘村 

33 喜界町 

39 多良間村 

35 北塩原村 

21 昭和村 
22 中之条町 伊参 

46 道志村 

23 早川町 

5 大鹿村 

15 中川村 

16 南木曽町 

42 東白川村 

52 和束町 

26 曽爾村 

47 吉野町 

37 十津川村 6 上勝町 

18 馬路村 

7 南小国町 

32 綾町 

44 湯布院町 塚原 

50 那珂川町 小砂 

51 松崎町 

41 中之条町 六合 

36 高山村 

24 小川村 

25 池田町 

9 木曽町 

11 下呂市 馬瀬 

4 白川村 

17 伊根町 

48 香美町 小代 

38 智頭町 

27 海士町 

29 上島町 

49 東峰村 

30 八女市 星野村 

31 小値賀町 

53 高森町 

54 球磨村 

8 高原町 

43 本山町 

28 新庄村 

12 鶴居村 

1 美瑛町 

2 赤井川村 

13 京極町 

40 黒松内町 

45 三島町 

全国の『美しい村』所在地 

※赤字は平成25年度新規加盟町村及び地域 
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　先人から受け継いできた生業の風景。山の斜面を
手鍬で切り開き、茶樹を植え、樹勢が衰えると植え
替える。営々と繰り返されてきたその営みは、茶畑
と隣り合わせに暮らす茶農家の集落と一体となり、
訪れた人々に日本の美しい暮らしの原風景「茶源
郷」を見せてくれる。

京都府　和束町（わづかちょう）

　阿蘇五岳と外輪山に囲まれた雄大な自然、高原か
らの爽やかな風、そして滾々と湧き出る伏流水を活
かした清酒や味噌・醤油など特産物の名産地。古く
から産業や交通の要所として栄えた町並みが残る情
緒溢れる風情は、阿蘇の奥座敷「奥阿蘇」と称され
多くの方に親しまれている。

熊本県　高森町（たかもりまち）

　九州最大の鍾乳洞「球泉洞」や村の中央を球磨川
が流れ、眼下に雄大なパノラマが広がっている。球
磨川支流には多彩な棚田が広がり、「日本の棚田100
選」の「松谷棚田」「鬼ノ口棚田」がある。おだや
かに、緩やかに、人と自然が調和した悠久のロマン
が今も受け継がれている。

熊本県　球磨村（くまむら）

　里山に伝わる伝統の技、窯を築いて160年余りの
伝統ある「金結晶」の小砂焼と菊炭、里山の雑木林
やスギ林を活用し、環境に配慮した芸術作品の点在
している「小砂里山の芸術の森」は、首都圏から近
いところに残されている地域資源の一つ。

栃木県　那珂川町 小砂 (こいさご）

　伊豆半島西南部に位置し、変化に富んだ海岸線や
豊かな自然環境を有している。駿河湾越しに富士山
と南アルプスを望む石部の棚田。町内に残るなまこ
壁の建造物は昔の趣を漂わせる。また、全国シェア
の70％の塩漬けのさくら葉は、町の特産品として、
様々な商品になっている。

静岡県　松崎町 (まつざきちょう）

新規加盟町村の紹介
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差引額歳　出歳　入会　　　計

34815,51515,863国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

1511,35411,369村 立 診 療 所 特 別 会 計

188,9628,980村 営 水 道 特 別 会 計

2519,13219,157介 護 保 険 特 別 会 計

02,0102,010後期高齢者医療特別会計

収入額税　　目

3,160村 民 税

15,626固 定 資 産 税

385軽 自 動 車 税

233村 た ば こ 税

51入 湯 税

要　　　　　　　　因増減額項　　目

大鹿発電所等の固定資産交付金の減（減価償却）△ 501村 税

新たな算定経費の追加による増（Ｈ２６まで）28,809地方交付税

きめ細かな交付金（5,184万円）などの減△ 4,475国庫支出金

災害復旧事業補助金（1,841万円）などの増1,841県 支 出 金

公共施設等整備基金繰入金の減△ 2,510繰 入 金

過疎対策事業債借入額の増1,710村 債

●平成24年度に実施した主な事業

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 入入入入入入入入入入入入入入歳 入
　歳入総額の内、村の自主財源は、村税を中心に3億9,693万円余りで全体の17.3％しかなく、残りの
82.7％は地方交付税を中心にした依存財源に頼っています。これらは今後の国の施策に左右され、今
後も厳しい歳入状況が続くと思われます。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 出出出出出出出出出出出出出出歳 出
　歳出では、廃止代替バス運行補助金を商工費から総務費へ移管したことなどから総務費が増額、商
工費が減額しています。土木費では、村道沢井線及び河合線の改良工事を前年度から繰越して実施し
たために増加しました。また、平成２３年度に発生した林道中峰黒川線の災害復旧工事を繰越して実施
したため、災害復旧費が増額しました。 
　村債（借金）の返済額にあたる公債費は、大きな借り入れの返済が終わったため、近年は減少傾向
にあります。 
　今後も、財政の健全化を確保しながら、行政課題に対応できる効率的な財政運営を進めていきます。

決算額事　業　名一般会計

1,674廃止代替バス運行補助金

総 務 費 2,233電子機器整備

1,548地籍調査事業

1,829指定管理委託

民 生 費

343村外通勤費補助

317空家対策補助金

1,228子ども手当

829保育所運営経費

248患者輸送車運営経費

衛 生 費

806予防事業（予防接種、検診、指導等）

502合併浄化槽設置・管理費補助

1,016し尿処理経費

3,200ごみ収集運搬処理経費

1,500有害鳥獣対策関係経費

農 林 水
産 業 費

409中山間直接支払い事業

18大豆価格安定事業

15,003林道整備事業（中峰黒川線・鳥倉線・釜沢線他）

5,761森林造成事業（間伐、枝打ち、作業道整備等）

81私有林造林事業補助

522商工振興事業補助

商 工 費 157観光協会補助

1,001観光施設整備・修繕

決算額事　業　名一般会計

1,021村道維持費（沢井線、和合線他）

土 木 費
13,826村道改良事業（沢井線、河合線、中沢線他）

1,048河川維持経費（小棚沢）

2,112村営住宅改修事業（文満団地）

3,294広域消防負担金

消 防 費 1,080非常備消防経費（消防団等）

1,200消防施設等経費

689文化財保存関係経費

教 育 費
788中央構造線博物館等文化施設管理運営経費

605スクールバス運行

854公民館活動、建物維持修繕等経費

5,771林道災害復旧事業（中峰黒川線）災害復旧費

27,535村債の元利償還金（借入金の返済）公 債 費

42,133基金への積立金（預金）基 金 費

平成24年度平成24年度 決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算にににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててててについて

●村税の 内訳●歳入額増減の主な要因 単位：万円単位：万円

単位：万円

●特別会計 単位：万円

　平成24年度の一般会計及び特別会計の決算が9月定例会で認定されました。
　一般会計の決算額は、歳入が22億9,590万円、歳出が22億5,185万円で、昨年に比べ歳入で2億7,152万円（13.4％）、
歳出で3億5,302万円（18.6％）それぞれ増加しました。歳入が増加した大きな要因としては、普通交付税の交付額
が増えたことがあげられ、2億8,809万円増加しています。歳出では、交付税の増額分などを含め、4億2,133万円を
基金に積み立てています。
　歳入歳出差引額は4,405万円で、そのうち平成25年度へ繰り越す財源を除いた実質収支額は1,995万円となりました。
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平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成2222222222222244444444444444年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度平成24年度 決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算

歳
入 

歳
出 

議会費 1.1%

総務費 
13.2%

民生費 
12.5%

衛生費 
7.5%

農林水産業費 
13.7% 
 

商工費 1.8%

消防費 
2.6%

教育費 
4.4% 
 災害 

復旧費 
2.6% 
 

公債費 
12.2% 
 

諸支出金 
18.7%

土木費 
9.6%

村税 
8.5%

その他 
（自主財源）3.3％ 

自主財源 
17.3％ 

その他 
（依存財源）2.0％ 

依存財源 
82.7％ 

地方譲与税 

地方消費税交付金 

自動車取得税交付金 

地方特例交付金 
利子割交付金 

配当割交付金 

株式等譲渡所得割交付金 

地方交付税 
64.5%

使用料及び手数料 

諸収入 

財産収入 
分担金及び負担金 

寄附金 
 

国庫 
支出金 
3.5％ 

県支出金 
7.8% 
 

繰越金 
5.5% 

 
繰入金 
0.0% 
 

村債 
4.9%

前年度対比決　算　額
歳　出

前年度比比較23年度24年度

△ 10.5%△ 3032,8912,588議 会 費

13.6%3,56526,22829,793総 務 費

3.1%84127,39728,238民 生 費

△ 0.8%△ 12817,01316,885衛 生 費

△ 3.2%△ 1,01131,90830,897農林水産業費

△ 48.8%△ 3,8437,8694,026商 工 費

31.1%5,10616,42221,528土 木 費

2.8%1575,6845,841消 防 費

△ 18.1%△ 2,20112,1509,949教 育 費

1,176.8%5,3194525,771災 害 復 旧 費

△ 11.1%△ 3,42830,96327,535公 債 費

286.3%31,22710,90642,133諸 支 出 金

18.6%35,301189,883225,184計

前年度対比決　算　額
歳　入

前年度比比　較23年度24年度

△ 2.5%△ 50119,95619,455村 税

△ 6.3%△ 1772,8182,641地 方 譲 与 税

△ 27.3%△ 62216利子割交付金

△ 8.3%△ 11211配当割交付金

△ 50.0%△ 242株式等譲渡所得割交付金

△ 4.0%△ 471,1711,124地方消費税交付金

30.6%164536700自動車取得税交付金

△ 98.7%△ 2963004地方特例交付金

24.1%28,809119,292148,101地 方 交 付 税

△ 31.3%△ 119380261分担金及び負担金

△ 6.3%△ 2403,8203,580使用料及び手数料

△ 36.1%△ 4,47512,4037,928国 庫 支 出 金

11.4%1,84116,16918,010県 支 出 金

23.3%164705869財 産 収 入

62.5%304878寄 附 金

△ 100.0%△ 2,5102,5100繰 入 金

56.4%4,5308,02512,555繰 越 金

△ 37.3%△ 1,7224,6172,895諸 収 入

17.7%1,7109,65011,360村 債

13.4%27,152202,438229,590計

単位：万円
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平成24年度決算の財政状況等を公開します 平成24年度決算の財政状況等を公開します 平成24年度決算の財政状況等を公開します 
下伊那北部5町村 

豊丘村喬木村高森町松川町大鹿村項　　　　目

7,011人6,771人13,511人13,919人1,141人人　　 口（Ｈ２５．３．３１住民基本台帳）

2,054世帯2,154世帯4,277世帯4,497世帯526世帯世 帯 数 （　 　 〃　 　 ）

76.85k㎡66.62k㎡45.26k㎡72.90k㎡248.35k㎡面　 　 積

28.8％30.9％27.6％28.9％49.2％６５歳以上の人口割合（Ｈ２５．３．３１住民基本台帳）

58万円52万円60万円45万円197万円１人当りＨ２４年度
普通会計歳出決算額 40億6,410万円35億137万円80億4,264万円62億325万円22億5,185万円決算総額

39.1％46.4％25.3％35.3％64.5％普通会計収入額に占める、地方交付税の割合

25億374万円23億8,918万円38億3,655万円40億6,406万円16億3,634万円標 準 財 政 規 模

0.2680.230.3700.3570.147財 政 力 指 数

73.3％75.0％85.0％78.2％60.3％経 常 収 支 比 率

39万円46万円8万円23万円224万円１人当り普通会計の基金
（積立金）残高 27億6,847万円30億8,303万円10億1,492万円32億3,124万円25億5,687万円積立金総額

52万円38万円51万円31万円123万円１人当り普通会計の借金
（地方債）残高 36億4,768万円25億8,071万円68億9,934万円42億5,472万円14億368万円借金総額

110人111人217人178人47人総 人 数職員数（Ｈ２５．４．１現在） 
※特別会計・企業会計を含む全会
計の職員数。嘱託等臨時職員
を含み、特別職は除く。

65人63人93人105人37人うち正規職員

15.7人16.4人16.1人12.8人42.2人人口千人当り

※各指標の「住民一人あたり」数値は、Ｈ２５．３．３１住民基本台帳人口を用いた。

■各種財政指標の説明

 標準財政規模 数値が高いほど標準的な一般財源の規模が大きい

　普通会計のうち、標準的な一般財源の規模を示すもので、毎年経常的に収入が見込まれる標準的収入額　 
　（計算の方法は概ね、「町村税」＋「地方譲与税等」＋「普通交付税」）

　★県内町村平均；　29億8,241万円　 ／ 県内市町村平均；　77億8,091万円　（平成23年度決算数値）

 財 政 力 指 数 数値が高いほど財政力が強い

　自治体の財政基盤の強弱を示す数値で、標準的な行政運営に必要な財源をどれくらい自力で調達できるかを表す
ものです。この数値が「１」に近いほど、町村の行政運営を町村税で賄えているということで、反対にこの数値が
低いほど地方交付税に依存していることとなります。

　★県内町村平均；　0.34　 ／ 県内市町村平均；　0.40　（平成23年度決算数値）

 経常収支比率 数値が高いほど財政構造が硬直化している

　経常一般財源（毎年連続して経常的に入ってくる財源の中で、町村税や交付税などその使途が特定されず自由に
使える財源）総額のうち、経常経費（人件費、扶助費、公債費など義務的性格の経常経費）に充当された部分の割
合を示します。自治体の財政運営の弾力性を測る指標です。

　★県内町村平均；　78.5％　 ／ 県内市町村平均；　84.0％　（平成23年度決算数値）
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財政健全化判断比率の状況について
　国は、現行の地方財政再建促進特別措置法では、一般会計の赤字を対象にした指標があるだけで、公営企業会計

や観光事業会計などに膨大な赤字を抱えている県や市町村等の地方公共団体の財政悪化を早期発見できない構造的

欠陥があることから、制度自体を抜本的に見直すこととなり、平成19年6月に「地方公共団体の財政の健全化に関

する法律（財政健全化法）」を公布しました。

　この法律は、財政の悪化状況を見極める四つの健全化判断指標（健全化判断比率）を導入して自治体の財政状況

を全体的に把握し、これまで対象にしてこなかった国民健康保険をはじめとする事業会計や上下水道事業等の公営

企業会計、更には第三セクターの不良債務などもチェック対象とするなど、自治体財政への監視基準を強化するこ

とで、財政危機の早期発見と健全化を促し、財政悪化による住民生活への影響を最小限に止めることを狙っていま

す。

　平成24年度決算に基づく財政健全化に係る各指標の内容を、下伊那北部5町村と対比しながらお知らせします。

豊丘村喬木村高森町松川町大鹿村財政健全化の指標

ーーーーー（ Ａ ）実 質 赤 字 比 率

ーーーーー（ Ｂ ）連結実質赤字比率

6.7%10.8%17.0%11.0%9.0%（ Ｃ ）実 質 公 債 費 比 率

ー
（▲35.2％）

ー
（▲21.5％）135.2%ー

（▲29.6％）
ー

（▲159.1%）（ Ｄ ）将 来 負 担 比 率

（該当しない場合は「－」にて表示）

■健全化判断比率（4指標）の説明

 実 質 赤 字 比 率（Ａ） ：【早期健全化基準（イエローカード）15％、財政再生基準（レッドカード）20％】

　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、一般会計等の決算額が、黒字の場合はマイナ

ス比率となり、赤字比率は「該当なし」となります。

 連結実質赤字比率（Ｂ）：【早期健全化基準（イエローカード）20％、財政再生基準（レッドカード）40％】

　一般会計や国民健康保険等の事業会計、上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等全ての会計を

対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、全会計等の決算額が、黒字の場合はマイナス比率となり、赤

字比率は「該当なし」となります。

実質公債費比率（Ｃ） ：【早期健全化基準（イエローカード）25％、財政再生基準（レッドカード）35％】

　標準財政規模に対して、一般会計や上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等全ての会計が負担

する実質的な公債費（元利償還金）がどれくらいの比率であるかを表し、この数値が高いほど公債費（借金返済金）

の割合が高く、財政を圧迫していることとなります。 

　大鹿村では、公債費が減少したことなどから前年に比べ3.7ポイント減少しました。

将 来 負 担 比 率（Ｄ） ：【早期健全化基準（イエローカード）350％】

　一般会計等が、将来負担すべき実質的な負債（上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等を含む）

の標準財政規模（補正値）に対する比率で、将来負担額より基金（貯金）等充当可能な財源が多いと、この比率は

マイナス表示となります。
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 優 秀 賞 

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

平成25年度　大鹿村租税教育推進協議会表彰
　大鹿村租税教育推進協議会の総会が11月１日に開催され、応募のあった「小学生の税に関するポスター」

及び「中学生の税に関する作文」の中から選出された優秀作品の表彰が行われました。

　なお、受賞された児童・生徒の皆さん等につきましては次のとおりです。

<小学生　税に関するポスター>

税 務 だ よ り 平成25年11月号 

題　　　　名氏　　　名学年表彰名

「その税金はあなたの
くらしのパスポート」

松澤　寛太くん５年優秀賞

「国のためあなたの税は
旅をする」

塩澤　夏菜さん６年優良賞

「おさめよう未来の
架け橋つくる税」

池上　あみさん５年優良賞

「税金は希望の花を
開くタネ」

塩澤　杏菜さん５年優良賞

<中学生　税に関する作文>

題　　　　名氏　　　名学年表彰名

「大切な税金」駒瀬　未来さん３年
飯田税務
署長賞

「税とは」手塚　天麻くん２年優秀賞

「私たちの柱」笹木　愛菜さん３年優良賞

「くらしの中にある税」中川美乃里さん３年優良賞

5年
池上あみさん

5年
松澤寛太くん

6年
塩澤夏菜さん

 優 良 賞 

 優 良 賞 

5年
塩澤杏菜さん

 
優 
良 
賞 
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私
達
、
小
中
学
生
が
使
っ
て
い
る
教
科
書
に
は
、「
こ
の
教
科
書
は
、
こ
れ
か
ら
日
本
を

担
う
皆
さ
ん
へ
の
期
待
を
こ
め
、
税
金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
言
葉
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
税
の
歳
出
予
算
で
最
も
多
い
の
は
私
た
ち
学
生
の
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た

め
の
教
育
費
で
す
。
公
立
学
校
の
児
童
、
生
徒
一
人
当
た
り
の
年
間
教
育
費
が
、
小
学
生

約
八
十
四
万
八
千
円
、
中
学
生
約
九
十
七
万
九
千
円
だ
そ
う
で
す
。
私
に
は
六
年
生
の
弟

が
い
ま
す
の
で
、
私
達
兄
弟
で
約
百
八
十
二
万
七
千
円
。
大
鹿
村
小
中
学
校
の
児
童
、
生

徒
が
六
十
六
名
な
の
で
、
約
五
千
九
百
十
一
万
二
千
円
も
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
大
鹿
村
は
児
童
、
生
徒
が
少
な
い
の
に
、
こ
ん
な
に
多
額
の
税
金
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
学
校
に
通
え
る
こ
と
は
当
然
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
私
達
の
義
務
教
育
は
税
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

　

義
務
教
育
は
、
勉
強
を
教
え
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
学
校
内
外
の
社
会
生
活
の
経
験
に

基
き
、
人
間
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
と
協
同
、
自
主
及
び
自
律
の
精
神
を

養
う
こ
と
。
郷
土
及
び
国
家
の
現
状
と
伝
統
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
に
導
き
、
進
ん
で

国
際
協
調
の
精
神
を
養
う
こ
と
。
日
常
生
活
に
必
要
な
衣
、
食
、
住
、
産
業
等
に
つ
い
て
、

基
礎
的
な
理
解
と
技
能
を
養
う
こ
と
。
健
康
、
安
全
で
幸
福
な
生
活
の
た
め
に
必
要
な
習

慣
を
養
い
、
心
身
の
調
和
的
発
達
を
図
る
こ
と
。
な
ど
い
ろ
ん
な
目
標
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
義
務
教
育
を
受
け
る
期
間
は
、
あ
と
半
年
く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
、
沢
山
の
人
に
支
え
て
も
ら
っ
て
学
校
に
通
っ
て
い
る
な
ん
て
、
思
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
税
金
の
お
か
げ
で
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
生
活
が

送
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
残
り
の
中
学
校
生
活
を
楽
し
み
た
い
し
、
学
び

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
大
人
に
な
っ
て
自
分
に
合
う
仕
事
を
見
つ
け
、
働
き
、
き
ち
ん
と

税
金
を
納
め
た
い
で
す
。

　

日
本
の
国
で
は
、
大
人
に
な
る
と
三
つ
の
義
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ

の
三
つ
と
は
、

「
教
育
の
義
務
」「
勤
労
の
義
務
」「
納
税
の
義
務
」
で
す
。

　

先
日
、
職
場
体
験
に
行
き
、
社
会
人
に
な
っ
て
働
く
事
の
大
切
さ
を
見
て
来
ま
し
た
。

そ
れ
は
「
勤
労
の
義
務
」
の
姿
。
そ
う
い
っ
た
大
人
の
方
た
ち
が
税
金
を
納
め
て
く
れ
る

「
納
税
の
義
務
」。
そ
の
税
金
の
お
か
げ
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
子
供
た
ち
。「
教

育
の
義
務
」。

　

私
と
税
金
の
関
わ
り
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
将
来
、
私
が
納
め
る
税
金

が
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

 
飯
田
税
務
署
長
賞 

　

「
大
切
な
税
金
」 

大
鹿
中
学
校
三
年　

駒
瀬　

未
来
さ
ん
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「
税
と
は
」 

大
鹿
中
学
校
二
年　

手
塚　

天
麻
く
ん

　

僕
は
「
税
」
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
知
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
税
と
は
な
ん
な
の
か
、
な
ぜ
税
が
あ
る
の
か
、
税
は
ど
ん
な
役
割
り
が
あ
っ
て

あ
る
の
か
、
次
々
と
疑
問
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

税
と
は
な
ん
な
の
か
、
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
税
は
、
い
く
つ
も
の
種
類
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
国
に
納
め
る
お
金
の
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

な
ぜ
税
が
あ
る
の
か
、
に
つ
い
て
は
、
僕
た
ち
や
老
人
な
ど
、
国
民
の
た
め
で
も
あ
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
学
校
の
教
育
費
や
年
金
、ゴ
ミ
の
処
理
費
用
な
ど
に
も
、

税
が
使
わ
れ
て
い
て
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
税
の
役
割
り
と
は
な
に
か
、
で
す
が
、
税
は
学
校
の
教
育
費
や
年
金
、
ゴ
ミ

の
処
理
費
用
な
ど
の
他
に
な
に
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
役
割
り
が
あ
る
の
で
し
ょ
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私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
税
金
が
盛
り
沢
山
で
す
。
私
た
ち
は
税
金
と
共
に
生
き
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
、
周
り
を
見
れ
ば
、
所
得
税
や
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
、
税
金

の
種
類
は
多
く
存
在
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
私
た
ち
に
最
も
身
近
な
税
金
と
い
え
ば
、「
消

費
税
」
で
す
。
私
た
ち
が
買
い
物
を
す
る
と
き
に
、
そ
の
商
品
の
本
体
価
格
の
五
パ
ー
セ

ン
ト
を
消
費
税
と
し
て
支
払
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
こ
の
消
費
税
が
二
〇
一
五
年
に
は
、

現
在
の
倍
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
と
聞
き
ま
し
た
。
私
は
、
こ
れ
を
聞
い
た
と
き
、
ど

う
し
て
も
納
得
が
い
か
ず
、

「
消
費
税
が
上
が
れ
ば
、
物
の
値
段
が
上
が
る
」

と
い
う
、
自
分
の
損
得
だ
け
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
消
費
税
を
上
げ
る
の
に
は
、

何
か
理
由
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
も
そ
も
、
国
民
か
ら
集
め
る
税
金
は
何
に
使
わ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
わ
か
れ
ば
、
税
金
を
上
げ
る
意
図
が
見
え
て
く
る
と
思
い
、

考
え
て
み
ま
し
た
。

　

一
番
身
近
な
の
は
、
や
は
り
学
校
で
す
。
私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
、
机
や
椅
子
、

教
科
書
な
ど
、
学
校
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
税
金
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
私
た
ち
の
生
活

や
安
全
を
守
る
た
め
の
、
警
察
・
消
防
費
や
、
医
療
費
の
負
担
、
ご
み
処
理
も
、
税
金
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
税
金
は
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
、
柱
と
な
る
も
の
で
す
。
も

し
税
金
が
な
け
れ
ば
、
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
い
た
り
、
犯
罪
が
増
え

た
り
、
病
気
や
怪
我
を
し
て
も
治
せ
ず
、
道
路
や
河
川
な
ど
に
は
、
ご
み
が
あ
ふ
れ
返
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
、
安
心
し
て
毎
日
の
生
活
が
送
れ
る
の
は
、
税
金
の
お

か
げ
で
す
。

　

私
は
最
初
、
消
費
税
が
上
が
る
こ
と
に
反
対
で
し
た
。

「
な
ぜ
、
わ
ざ
わ
ざ
生
活
が
不
自
由
に
な
る
こ
と
を
す
る
の
か
。」

そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
真
逆
で
し
た
。
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊
か

に
、
快
適
に
、
安
全
に
す
る
た
め
に
税
金
を
集
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
国
民
が
安
心
し
て

生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
消
費
税
を
上
げ
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

今
回
私
は
、
身
近
な
税
金
の
使
わ
れ
方
を
元
に
、
身
近
な
税
金
「
消
費
税
」
の
増
税
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
税
金
は
、
難
し
そ
う
に
思
え
て
、
実
際
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
私
た
ち
が
買
い
物
の
際
に
支
払
う
消
費
税
、
そ
れ
が
机
や
教
科
書
、
医
療
費
な

ど
に
変
わ
り
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
、

税
金
と
う
い
柱
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。
税
金
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
、
税

金
の
大
切
さ
を
忘
れ
ず
に
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

う
か
。

　

そ
れ
は
、
僕
も
体
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

虫
歯
に
な
っ
た
時
、銀
歯
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
か
か
っ
た
お
金

が
、
約
二
〇
〇
〇
円
。「
銀
歯
に
な
っ
て
も
、
二
〇
〇
〇
円
ぐ
ら
い
し
か
、
か
か
ら
な
い
ん

だ
。」
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
全
く
の
間
違
え
、
な
ん
と
、
か
か
る
費
用
の
七
〇
％
が
、

税
金
で
は
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
七
〇
％
、
と
い
う
こ
と
は
、
僕
た
ち
は

三
〇
％
し
か
は
ら
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
〇
％
が
二
〇
〇
〇
円
と
す
る
と
税
金

は
そ
の
三
分
の
七
倍
は
ら
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
、
四
六
〇
〇
円
ほ

ど
、
負
担
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

税
金
は
、
こ
ん
な
所
に
も
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
、
と
、
驚
き
ま
し
た
。

　

で
は
、
国
民
が
は
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
税
金
は
い
っ
た
い
、
ど
ん
な
も
の
が
、
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

調
べ
て
み
る
と
、
ま
ず
、
一
番
多
く
の
お
金
が
は
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、
所
得
税
で
し

た
。
次
に
消
費
税
、
法
人
税
、
と
、
ト
ッ
プ
３
は
、
こ
の
順
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
の
四
月
か
ら
、
消
費
税
が
一
〇
％
に
増
加
す
る
と
、
ニ
ュ
ー
ス
の
画
表
に
映
し
出
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
ま
で
し
て
で
も
、
国
は
お
金
が
た
り
な
い
と
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

で
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

消
費
税
増
税
は
、
日
本
の
未
来
が
、
か
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
今
の
ま
ま
で
は
、
将
来

的
に
少
子
高
齢
化
社
会
の
影
響
で
社
会
福
関
係
の
支
出
が
増
加
し
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

消
費
税
を
上
げ
、
よ
り
よ
い
未
来
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
訳
で
す
。

　

な
に
か
買
う
時
も
、
今
ま
で
よ
り
少
し
高
く
は
な
り
ま
す
が
、
将
来
の
た
め
に
も
頑
張
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

 
優　

良　

賞 

　

「
私
た
ち
の
柱
」 

大
鹿
中
学
校
三
年　

笹
木　

愛
菜
さ
ん
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固定資産税（家屋）調査のお願い
　大鹿村は、固定資産税の課税をするうえで適正に評価
するため、実地調査を行っております。家屋調査につい
ては次のとおりです。
１．家屋を新・増築したときに、建主に事前連絡などを

行いながら評価を行う「新・増築調査」（店舗や事務
所、また車庫や物置など小規模な建物も対象となる
場合があります。）

２．家屋課税台帳に登録されている内容（所在地番・用途・
構造・床面積など）と比較し、増築や未調査の家屋、
取り壊しなどがある家屋を調査する「全戸調査」

　全戸調査は、既に課税されている家屋との公平を期し、
公正で適正な課税を目的として実施するものです。調査
方法は、税務係の職員が調査に行き、家屋の図面と実際
の家屋を照らし合わせながら外観確認します。確認のた
め聞き取りをする場合もありますので、調査中は、大変
ご迷惑をお掛けしますがご協力をお願いします。
　なお、調査に伺う際に職員は『固定資産評価補助員証』
を携帯しています。
◎お願い　建物の取り壊し・新築・増築をした場合又は、
その予定がある場合は役場税務係（�39－2001）までご連
絡下さい。

　

私
が
く
ら
し
の
中
で
つ
か
っ
て
い
る
税
金
は
、
物
を
買
う
と
か
か
る
消
費
税
で
す
。
私
は
自
分

が
税
を
払
っ
て
い
る
と
思
う
と
、「
大
人
」
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
人
、
社
会
人
に

な
る
と
ど
ん
な
税
を
払
う
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

身
近
な
所
で
考
え
る
と
、
私
の
父
は
、
個
人
で
事
業
し
て
い
る
人
で
す
。
そ
の
人
は
、
商
売
の

利
益
が
税
金
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
国
税
に
は
、
所
得
税
を
払
い
、
県
税
に
は
、
個
人

県
民
税
、
個
人
事
業
税
を
払
い
、
市
町
村
税
に
は
、
個
人
の
市
町
村
民
税
を
払
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

　

今
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
持
っ
て
い
る
自
動
車
に
も
税
金
が
か
か
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私
は

自
動
車
を
買
う
時
に
払
う
こ
と
と
ガ
ソ
リ
ン
代
だ
け
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
以
外

に
も
、
自
動
車
に
か
か
る
税
、
ガ
ソ
リ
ン
に
か
か
る
税
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
一
番
び
っ

く
り
し
た
の
は
、
ガ
ソ
リ
ン
に
か
か
る
税
で
す
。
国
税
に
は
、
揮
発
油
税
、
地
方
揮
発
油
税
、
石

油
石
炭
税
を
払
い
、
県
税
に
は
、
軽
油
引
取
税
を
払
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
の
ち
ょ
っ
と
し
た
夢
で
あ
る
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
ア
パ
ー
ト
で
は
な
く
、

自
分
の
家
を
立
て
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
不
動
産
に
か
か
る
税
が
あ
る
そ
う
で
す
。
国
税
に
は
、

登
録
免
許
税
を
払
い
、
県
税
に
は
、
不
動
産
取
得
税
を
払
い
、
市
町
村
税
に
は
、
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
を
払
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
税
金
が
か
か
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
の
で
、
自
分
の
家
を
立
て
る
こ
と
は
夢
の
ま
た
夢
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
に
も
、
会
社
の
利
益
に
応
じ
て
か
か
る
税
金
や
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
は
、
給
料
か
ら

税
金
が
引
か
れ
、
会
社
が
納
め
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

私
も
あ
と
ち
ょ
っ
と
で
も
し
か
し
た
ら
消
費
税
以
外
に
も
税
金
を
払
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
二
十
歳
に
な
る
と
、
社
会
保
障
も
払
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
少
子
・
高
齢
化
を

あ
り
高
齢
者
が
増
え
働
き
手
が
い
な
く
、
高
齢
者
一
人
に
働
き
手
が
一
・
八
人
や
一
・
二
人
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
ち
ゃ
ん
と
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。
大
人
、
社
会
人
に

な
る
と
ど
ん
な
税
を
払
う
か
調
べ
る
前
は
、
大
人
っ
て
い
い
な
ー
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
っ

ぱ
り
大
人
っ
て
大
変
だ
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。
私
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
今
、
税
金
を
払
っ
て
い

る
大
人
の
人
の
よ
う
に
、
身
近
に
は
た
く
さ
ん
税
が
あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
払
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

 
優　

良　

賞 

　

「
く
ら
し
の
中
に
あ
る
税
」

 

大
鹿
中
学
校
三
年　

中
川
美
乃
里
さ
ん

国民年金保険料は社会保険料控除の対象です

【お問い合わせ先】　役場　住民税務課　住民係　�39－2001まで

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。1月1日から12
月31日までに納付した保険料が対象です。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

　　　●平成25年1月1日から9月30日までの間に保険料を納付された方→11月上旬
　　　●平成25年10月1日から12月31日までの間にはじめて保険料を納付された方→翌年2月上旬

ご家族の保険料を納付された方も、ご本人の社会保険料控除に加えることができます。
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担当：小村信濃

風邪を予防しよう！！
　風邪の予防は、ウイルスに感染しないこと、免疫力をつけることです。基本となるのは、規則正しい生活をし、

バランスの取れた食生活、充分な睡眠、適度な運動をして、疲労をためないことです。

 ●感染経路　　　　　　　 
　注意すべき感染経路として、接触感染、

飛沫感染、空気感染の3つが挙げられます。

 ●風邪に感染しないために 
　� 手洗い、うがい

　手洗い、うがいはのどや手指など身体に付着したウイルスを除去するために有効な方法であり、感染予防の

基本です。外出先から帰宅した際は、うがい・手洗いを行いましょう。

　� 温度・湿度のコントロール
　空気が乾燥すると、ウイルスに感染しやすくなります。適度な室温１８～２０℃、湿度５０～６０％に保ち、感染し

にくい環境を整えましょう。また、乾燥しやすい室内では加湿器などを使用することで、ウイルスに感染しに

くい環境になります。

　� 十分な栄養と適度な運動
　偏食を避け、バランスよく栄養をとりましょう。ウイルスに対する抵抗力・免疫力を高めるビタミン、ミネ

ラルを意識してとるようにしましょう。

　また、適度な運動で体力をつけ、免疫力を高めましょう。

　� マスクの着用
　せき・くしゃみなどの症状がある人はマスクを着用しましょう。マスクを着用することで、ウイルスが周囲

に飛散するのを防ぐことができます。症状のない人でも、マスクをすることでウイルスの侵入を防いだり、の

どの乾燥を抑える効果も期待できます。

 ●他人にうつさないためのせきエチケットも忘れずに！！ 
　せきが出たら、ティッシュなどで口と鼻

を押さえ、他の人から顔をそむけ1～2メー

トル離れましょう。ティッシュなどがない

場合は、袖口で口を押さえ、できるだけウ

イルスが飛散しないようにしましょう。押

さえた手はただちに洗いましょう。

【感染を防ぐ】 

接触感染 

空気感染 

飛沫感染 

病原菌に汚染された 

つり革 
手指 

家具など 

イメージ図 

主に口から 
体内に侵入 

浮遊 

1～2m

空気中に飛沫した 
ウイルス 

空気中に浮遊 

咳やくしゃみ 

水分が蒸発して 

ウイルスを 
含んだ唾液 
や鼻水（飛沫） 

飛沫が飛ぶ距離は
1ｍ前後とされているため、
1～2ｍ離れましょう
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★分量は成人の目安量です。

１人１日、何をどれ位食べたらよいかを知って
バランスのとれた食生活をしましょう。

担当：牧野久美子

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括包括支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーセンター便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
粗食のほうが体にいい？
　「粗食は長寿食。美食は短命」と信じている人が少

なくありませんが、これは誤解です。戦後、日本人

の寿命は飛躍的に延び、日本は世界一の長寿国に踊

りでました。要因はいろいろありますが、いちばん

大きいのは食事の質の変化です。伝統的な粗食にか

わって、肉や乳製品を日常的に食べるようになった

ことが血管を丈夫にし、それまで死亡原因の第一位

を占めていた脳卒中の克服につながったのです。

　血液中のタンパク質が不足すると低栄養（栄養失

調）になってしまうことがありますので、バランス

の良い食事をとることが大切です。さて、バランス

の良い食事にするにはどうしたら良いでしょうか。下

の絵を参考に、工夫をしてみてください。

〈副菜〉  
野菜、キノコ、海藻、 
いも類を主に使ったおかず 

〈主菜〉  
魚、肉類、卵、豆腐のどれか一品 

〈副々菜〉  
おひたしや漬物など 
はしやすめのおかず 

〈ごはん〉 

〈汁物〉  
具は3～4種たっぷりと 
又は牛乳や果物 

バランスの良い組合せ 
～こんなふうにお皿をそろえるとバランスが良くなります～ 

★みどりの野菜は 
　特に忘れずに 

備　　考
あなたの1日
摂取量

食品群

・骨粗しょう症を防ぐため、骨を
つくるカルシウムの多い牛乳、
乳製品を努めてとりましょう。

200g乳類体
を
つ
く
る
（
血
・
肉
・
骨
に
な
る
）

・若さの低下をきたさないために
も良質のたんぱく質をとりまし
ょう。

・塩魚に注意。

・肉のあぶら身などには、動脈硬
化を進める成分が多いので赤身
の肉をとりましょう。

１個卵

一切魚

50ｇ肉

とうふなら
1/4丁（１１０ｇ）

大豆製品

・緑黄色野菜には、ビタミンAに
なるカロチンなどが多く含まれ
ています。いろどりよく毎食食
べましょう。

350ｇ以上野菜
体
の
調
子
整
え
る

・野菜のビタミン・ミネラルは体
の機能を調節してくれます。果物小１個果物

・野菜や果物には繊維が多く含ま
れているので、便秘を防ぐ効果
があります。

じゃがいも
なら1/2

芋

・腹八分目が大切。しかし、肥満
が気になる方でも毎食軽く１杯
は食べましょう。

ごはん軽く
３～４杯

穀類エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る

・油、砂糖はとりすぎないように
しましょう。
・ごまやくるみも油の仲間です。

油料理
１～２品

油

さとう
１０ｇ～２０ｇ

砂糖

・お菓子などの見えない砂糖に注意、間食はほど
ほどにしましょう。

菓子、アル
コール、ジ
ュースなど

嗜
好
品

国民年金から大切なお知らせです

平成25年10月から年金額が改定されました。

　現在の年金額は、過去に物価が下落したにもかかわらず、年金額を据え置いたことで、本来の水準よりも2.5％高い

水準(特例水準)となっていますが、平成24年の法律改正により平成25年10月、平成26年4月及び平成27年4月に段階

的に特例水準を解消し、将来の受給者となる若い世代にも考慮して、世代間の公平を図ることとなりました。

　このため、平成25年12月(10月分、11月分)支払分からお支払いする年金額は、4月から9月までの額から、1.0％の引
�����������������������������������������������������������������������������������

き下げとなります。
�������������

　年金振込通知書と合わせた「年金額改訂通知書」(ハガキ)が12月4日以降に日本年金機構より送られてきますので、

ご確認ください。

　尚、今後の解消スケジュールは、平成26年4月に1.0％、平成27年4月に0.5％の引き下げ予定となっております。
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　冬になって気温が０ ℃ 以下になると、

給水管や水道メーター、蛇口が凍って水が

出なくなったり、破裂したりと、水道の凍

結事故が多くなります。寒さは水道の大敵

です。早めの冬支度をお願いします。

凍結を防ぐには・・・
○凍結防止帯をお持ちのご家庭は凍結防

止帯の電源を入れる（電源が確実に入っ

たか、作動しているかを確認して下さ

い）。

○屋外や凍結防止帯のない水道管や蛇口

には、専用の保温材、又は、布切れや

毛布を巻き、ぬれないようにビニール

ですき間なく巻く。

○メーターボックス中に、発泡スチロー

ルや布切れ、保温材などをビニール袋

に入れ、水道メーターを保護するよう

に詰める。（布切れをそのまま入れて
�������������������

しまうと、濡れたときに凍結してしま
����������������������������

い、かえってメーターを凍結させてし
����������������������������

まうので、必ずビニール袋へ入れる。
����������������������������

ただし、詰め過ぎないようにして下さ
����������������������������

い。）
��

○不棟栓、水抜き栓をご使用のご家庭で

は、お休みの前や留守にするときは、

忘れずに水抜きをする。（不凍栓は、いっ

ぱいまで閉める。中途半端に閉めてし

まうと、水が出っぱなしになってしま

い漏水の原因になります。）

凍結して水が出ないとき・・・
　蛇口を開け、凍った部分にタオルか布を

かぶせ、蛇口の方からぬるま湯をまんべん

なく、ゆっくりとかけてください。熱湯を

急にかけたりすると、ヒビ割れや破裂をお

こすことがあります。

※水道メーターから宅内については、それ

ぞれのご家庭の所有物となっています。

宅内での凍結事故等の修理費用は自己負

担となりますので、凍結には十分注意し

管理をお願いします。また、いつもより

水が細いなど少しでも異常を感じたら、

掛流しを実行して下さい。（その際、大鹿

村役場建設水道課までご連絡願います。）

水道の凍結に注意！
　今年度から歯科健診を実施しています。

　大人になると、「歯」の健康には関心が薄れてきます。虫歯

等で「歯」が痛くなってようやく歯医者さんへ行くという方が

ほとんどです。

　今は虫歯だけでなく、「歯周病」にも対処が必要です。

　歯周病の方は、「糖尿病」や「高血圧症」等の生活習慣病に

なりやすく、また生活習慣病の方は、重篤な症状になりやすい

と言われています。

　お口が健康だと認知症予防など介護予防にもつながります。

　身体の健康診断と一緒にお口の健診も受けましょう。

歯科健診を受けましょう

対 象 者　　20歳以上の住民

実施場所　　大鹿村立診療所　歯科

実 施 日　　歯科診療日（水曜日・金曜日）

　　　　　　午前8時15分～午前11時00分

費　　用　　1,000円

（平成25年度に40，45，50，55，60，65，70歳になる

方は無料で健診が受けられます。）

【お問い合わせ・申し込み先】　役場　保健福祉課　�39－2001まで

　みなさんのお宅の軒下などに設置さ

せていただいている、テレビを視聴し

ていただくための保安器には、幹線か

らテレビの電波を引き込む [IN]、それを

テレビの視聴のために宅内に引きこむ

[TV]、そしてインターネットをご契約

いただいているお宅にデータを送る 

[DATE]の3つの接続口があります。

　通常、テレビの視聴のみの契約のお

宅は、[IN]と [TV]のところに同軸線がつ

ながっているだけのはずですが、[DATE]

の接続口が空いているからと、テレビの視聴のためにご自分で

同軸線をつなぎご視聴させている方が稀にいます。これは、不

正行為であり、また幹線に不正な電波などを逆送してしまうな

ど、CATVやインターネットを利用している加入者全体に支障

をきたす大きな原因になりかねません。

　ご自分のお宅のCATVの保安

器をご確認いただき、インター

ネットに加入されていないのに

[DATE]の口に同軸線を繋いであ

るような方は、直ちに取り外しを

お願いします。

大鹿村CATVからのお願いです
あなたのお宅はテレビの保安器から不正な接続をしていませんか？

各戸の軒下に設置してある
CATVの保安器

事前に申込み
をして下さい
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村の掲示板

介護サービス検討委員会概要報告（その２）

　村内の介護サービスの在り方を検討する「介護サービス検
討委員会」が開催されています。検討の経過につきましては
概要を村内の皆様にお伝えしていきます。今回は、9月と10
月に開かれた検討会の概要です。

【第3回介護サービス検討委員会】　9月26日(木)
 診療所2階総合相談室
（内容）…会長あいさつ、協議事項の検討
＊第3回検討委員会は村の介護サービスの3つの案を元に検
討を行い、意見交換を行いました。

＊以下の3つの案についてはいずれも最後まで大鹿村で暮ら
していけるようにするためのもので、大鹿村診療所、まめ
大福、社会福祉法人みなみ信州などの事業者と連携しなが
ら進めていくものとしています。

＜検討案1＞　
�現在のデイサービス(通所介護)とショートステイ(短期
入所生活介護)による居宅介護支援を行う。

�現在の生活支援ハウスは小規模有料老人ホーム(地域密
着型特定施設入居者生活介護)に改修し、状況に応じて
増床する。

�在宅の高齢者支援のための村単独事業として生活支援住
宅を整備する。

＜検討案2＞
�現在のデイサービス(通所介護)とショートステイ(短期
入所生活介護)により居宅介護支援を行う。

�現在の支援ハウスにヘルパーを常駐させ、高齢者の生活
支援のための機能を強化する。

�新設でグループホーム(認知症対応型共同生活介護)を5
～9床増設する。

＜検討案3＞
�現在のデイサービス(通所介護)とショートステイ(短期
入所生活介護)により居宅介護支援を行う。

�現在の支援ハウスにヘルパーを常駐させ要介護者向施設
としていく。必要に応じて増床を検討する。

�新設でグループホーム(認知症対応型共同生活介護)を5
～9床増設する。

�在宅の高齢者支援のために村単独事業として生活支援住
宅を整備する。

＊会議時の主な意見等
　�老人クラブの役員会に話を出したところすべての役員が
村に施設が必要であると答えた。

　�「検討案2、3」は人員がかなり必要となるため社会福
祉協議会のみの運営では難しい。社会福祉法人・医療福
祉法人の力が必要。

　�「検討案2、3」で法人が参入するのは難しい。継続し
て安定的に人材を確保できることが一番の課題となる。
人材確保は非常に大変だ。

　�福祉法人等は運営が成り立たなければ撤退してしまうの
ではないか。

　�施設介護が必要か。支援ハウスで良いか。
　�高齢者の数が減少していく。介護老人保健施設（老健）は
料金が高くなる。大規模施設は必要ないと思う。

　�社会福祉協議会、社会福祉法人みなみ信州、まめ大福、
診療所等の協力があれば「検討案2」でやっていけるの
ではないか。

＊各委員の意見としては「検討案2か3」という意見が多く、
その中でも「検討案2」を推す意見が多くありました。

＊第4回の検討委員会は10月24日（木）に開催し、検討案2・

3について事業者の意見を聞いてさらに方向づけをしてい
くことを確認し終了しました。

【第4回介護サービス検討委員会】  10月24日(木)
 診療所2階総合相談室
（内容）…会長のあいさつ、協議事項の検討
＊第4回検討委員会は引き続き、介護サービスの検討案につ
いて検討を行いました。
　今回は第3回で各委員から「検討案2」を推す意見が多かっ
たことからこの案を中心に検討をしました。

（1）「検討案2」の検討
Ⅰ．施設について…デイサービス(通所介護)については現状
を維持し継続していく。ショートステイ(短期入所生活介護)
については職員体制を整え、介護保険事業として運営をでき
るようにする。生活支援ハウスの中にワークスペース、ミニ
菜園を設置し、小学生との交流を行ない生活支援の場所とし
ての充実を図る。グループホームについて、別途5床から9
床の範囲で増設を考える。
＊会議時の主な意見等
�生活支援ハウス拡充型の場合に人材確保の点から福祉法
人等の参入が難しいということであればいろいろな事業
者に協力してもらわないと社会福祉協議会のみでは運営
は難しい（ヘルパー派遣、機能訓練士の設置）。人材の
確保が問題となる。
�社会福祉法人みなみ信州として協力はできる。ヘルパー
常駐1日1人の体制で他の事業者の協力もあれば可能で
ある。
�まめ大福としても協力はできる。
�診療所看護師の協力についても検討していく必要があ
る。
�ヘルパーについては、ケアマネ―ジャーが勤務体制を管
理すれば社会福祉協議会、社会福祉法人みなみ信州、ま
め大福が交互に入ることができる。
�寝たきりで医療がかかる人は特養でないと対応ができな
いが、待機者が多くすぐには入れない。
�支援ハウスを整備して、要支援から要介護5までを対応
する。
�老人福祉センターの部分は思い切って取り壊しを行い、
介護サービスを効率的に提供できる施設を検討していく
必要があるのでは。
�調理室は、配食サービスを行う場合は手狭となる。
�ショートステイ、グループホームを行う場合は栄養士の
検討が必要となると思う。
�グループホームに入所すると、デイサービスなどの他の
サービスが受けられないため、生活支援ハウスを増設し
て、グループホーム的に利用できる施設を検討してい
く。

＊現在の施設を充実させ、大規模な増設は行わず、各団体が
連携をしながら今後の介護サービスを進めていくことで一
致しました。
＊次回、11月28日に第5回の検討委員会を開催し、今まで
の意見をまとめ、今後の介護サービスの方向性をまとめる
予定となりました。
Ⅱ．支援ハウスの視察…現在の老人福祉センター及びデイ
サービス、生活支援ハウスについて必要な部分と不要な部分
を分けるため、会議後に現地の視察を行いました。使い勝
手、未使用部分などについて検討し次回の会議で委員の方の
意見を聞くことにしました。
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ひ
さ
し
ぶ
り
に
行
っ
た
諏
訪
大
社
上
社
に
て
、『
鹿
食
免
（
か
じ
き
め
ん
）』

な
る
お
札
を
求
め
て
み
た
。
決
し
て
好
ん
で
鹿
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を
食
べ
た
い
わ
け
で
は
な
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が
、
昨
今
の
ジ
ビ
エ
ブ
ー
ム
に
符
号
し
た
面
白
さ
も
あ
っ
て
興
味
を
そ
そ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

『
鹿
食
免
』
は
、
肉
食
を
禁
忌
し
て
い
た
時
代
で
も
、
鹿
を
神
前
に
奉
納

し
食
す
る
こ
と
を
古
来
続
け
て
き
た
諏
訪
地
方
で
、
諏
訪
大
社
が
江
戸
時
代

に
発
行
し
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鹿
あ
る
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四
つ
足
の
動
物
を
食
べ
る
こ
と
を
許
可
す
る
御
符

で
あ
る
。
札
を
収
め
た
袋
に
は
「
諏
訪
の
勘
文
」
と
い
う
文
言
が
書
か
れ
て

い
た
。「 
業
尽
有
情 　
 
雖
放
不
生 　
 
故
宿
人
身 　
 
同
証
佛
果 　

－

　

前
世
の

ご
う
じ
ん
の
う
じ
ょ
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は
な
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と
い
え
ど
も
い
き
ず 

ゆ
え
に
じ
ん
し
ん
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や
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り
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お
な
じ
く
ぶ
つ
か
を
し
ょ
う
せ
よ

因
縁
で
宿
業
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尽
き
た
生
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放
っ
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や
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長
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は
生
き
ら
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定
め
に
あ
る　

し
た
が
っ
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人
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入
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死
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人
と
同
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し
て
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
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な
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だ
か
人
間
の
勝
手
な
言
い
訳
に

聞
こ
え
な
く
も
な
い
の
だ
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、
む
し
ろ
ど
う
か
成
仏
し
て
お
く
れ
と
い
う
願

い
の
よ
う
に
も
思
え
る
。「
殺
生
は
罪
悪
と
し
て
狩
猟
を
忌
み
嫌
う
時
代
に

も
、
お
諏
訪
さ
ま
か
ら
神
符
を
授
か
っ
た
者
は
、
生
き
る
た
め
に
鹿
肉
を
食

べ
る
こ
と
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
信
仰
に
よ
り
諏
訪
の
人
々
は
、
長

く
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え
て
き
た
の
で
す
」
と
い
う
説
明
を
読
ん
で
、
な
る

ほ
ど
と
頷
け
た
。

　

諏
訪
大
社
に
は
、
農
耕
・
狩
猟
に
関
す
る
特
殊
な
祭
事
が
数
多
く
伝
わ
っ

て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
鹿
を
奉
納
す
る
祭
り
『
御
頭
祭
（
お
ん
と
う
さ
い
）』

は
、
上
社
で
最
も
重
要
な
祭
事
と
さ
れ
、
狩
猟
的
性
格
の
顕
著
な
祭
り
で
あ

る
。
江
戸
時
代
に
菅
江
真
澄
が
記
し
た
紀
行
文
の
中
に
、
七
十
五
頭
の
鹿
の

頭
が
神
前
に
並
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
神
前
の
供
物
は
ほ

か
に
も
白
兎
の
串
刺
し
、
白
鷺
、
雉
、
鮒
、
鯉
、
焼
い
た
獣
の
皮
、
鹿
の
脳

を
調
理
し
た
「
脳
和
え
」
な
ど
が
並
べ
ら
れ
た
。
御
頭
祭
は
、
自
然
界
に
宿

る
精
霊
で
あ
る
ミ
シ
ャ
グ
ジ
神
を
降
ろ
し
、
土
地
の
豊
饒
を
約
束
し
て
も
ら

い
、
そ
の
御
礼
と
し
て
禽
獣
魚
介
が
献
じ
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。
な
ん
と
も

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
そ
し
て
不
思
議
な
祭
り
で
あ
る
。（
現
在
で
は
、
神
前
に

供
え
ら
れ
る
鹿
の
頭
部
は
剥
製
）

　

七
十
五
頭
も
の
鹿
の
頭
は
諏
訪
周
辺
の
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
の
昔
は
遠
州
の 
千  
頭 
の
方
か
ら
も
遠
山
谷
か
ら
も
集
め
ら
れ
た
そ
う
だ
。

せ
ん 

ず

こ
れ
ら
の
輸
送
は
、「
諏
訪
明
神
行
き
」
と
い
う
旗
を
付
け
て
路
上
に
置
い

て
お
く
と
、
通
行
人
が
自
分
の
行
く
先
ま
で
運
ん
で
行
く
「
村
送
り
」
と
い

う
方
法
で
届
け
ら
れ
た
。
こ
れ
も
諏
訪
明
神
の
威
力
と
、
諏
訪
文
化
の
及
ぶ

範
囲
が
今
日
認
識
さ
れ
る
よ
り
は
る
か
に
広
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
話
の
ひ

と
つ
で
あ
ろ
う
。

　

か
つ
て
鹿
塩
の
葦
原
神
社
に
も
、
鹿
の
頭
を
神
社
に
奉
納
す
る
風
習
は
伝

わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。
猟
の
願
か
け
を
し
た
人
が
鹿
を
射
止
め
る
と
、
二
本

の
角
に
注
連
縄
を
張
り
、
こ
れ
に
カ
イ
ダ
レ
を
下
げ
て
飾
っ
た
頭
を
神
前
に

供
し
た
。
神
前
に
捧
げ
た
の
ち
は
、
所
望
す
る
人
が
自
由
に
貰
い
さ
げ
て
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

こ
こ
で
つ
い
で
に
諏
訪
と
鹿
塩
の
関
わ
り
に
も
少
し
触
れ
て
み
よ
う
。『
大

鹿
村
誌
』
に
梨
原
家
文
書
か
ら
引
用
さ
れ
た
葦
原
神
社
の
由
緒
が
載
っ
て
い

る
。
葦
原
神
社
は
明
治
五
年
に
中
峰
・
沢
井
・
入
沢
井
・
北
入
・
北
川
に

あ
っ
た
五
社
が
梨
原
の
諏
訪
神
社
に
合
祀
さ
れ
葦
原
神
社
と
改
称
さ
れ
た
。

も
と
も
と
の
梨
原
諏
訪
神
社
は
諏
訪
本
社
（
も
と
や
し
ろ
）
と
い
わ
れ
、
建

御
名
方
命
が
諏
訪
の
地
に
行
く
前
に
こ
こ
に
行
宮
を
建
て
た
こ
と
に
因
る
の

だ
そ
う
だ
。
御
柱
祭
に
は
「
鹿
塩
桟
敷
」
が
設
け
ら
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
諏
訪
で
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
諏
訪
市
博
物
館
に
問
い
合
わ

せ
て
み
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
桟
敷
の
設
け
ら
れ
た
祭
り
と
い
う
と
御
射

山
祭
と
い
う
御
狩
り
神
事
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
教
え
ら
れ
た
。
御
柱
祭

の
見
物
桟
敷
と
し
て
は
「
殿
様
桟
敷
」「
高
遠
桟
敷
」
と
い
う
の
が
資
料
に

残
っ
て
い
る
と
い
う
。
は
た
し
て
「
鹿
塩
桟
敷
」
が
設
け
ら
れ
る
に
は
、
ど

ん
な
貢
献
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

他
に
も
旱
天
の
と
き
の
雨
乞
い
に
は
、
諏
訪
大
社
か
ら
「
御
天
水
」
を
も

ら
っ
て
き
た
話
が
残
っ
て
い
る
。
神
社
の
宝
殿
か
ら
は
晴
天
の
日
で
も
不
思

議
な
こ
と
に
必
ず
水
滴
が
落
ち
る
。
こ
れ
を
竹
筒
に
入
れ
持
ち
帰
る
。
こ
れ

に
は
男
二
人
で
出
か
け
て
行
き
、
そ
の
日
の
う
ち
に
戻
る
。
途
中
で
止
ま
る

と
、
そ
こ
で
雨
が
降
る
と
さ
れ
た
。
村
ま
で
持
ち
帰
る
と
葦
原
神
社
で
祭
り

を
し
、
御
天
水
を
あ
け
る
と
必
ず
雨
が
降
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

諏
訪
の
歴
史
は
古
く
、
石
器
時
代
か
ら
人
類
が
足
跡
を
遺
し
、
自
然
を
崇

め
る
そ
の
信
仰
の
歴
史
も
深
い
。
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
そ
し
て
荒
れ
狂

う
自
然
を
畏
怖
し
た
。
自
然
は
神
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
鹿
食
免
に
話
を
戻
そ

う
。
今
日
「
鹿
」
は
害
獣
と
し
て
駆
除
さ
れ
る
。
長
野
県
内
で
一
万
頭
以
上

の
鹿
が
捕
獲
さ
れ
て
も
、
食
肉
用
に
回
さ
れ
る
の
は
そ
の
十
％
に
も
満
た
な

い
。
ほ
と
ん
ど
は
猟
師
が
自
家
消
費
す
る
か
土
に
埋
め
ら
れ
る
。
生
き
る
た

め
に
殺
生
し
鹿
を
食
し
て
き
た
時
代
と
は
、
自
然
界
の
生
態
系
も
大
き
く
変

化
し
た
と
と
も
に
、
鹿
肉
を
食
べ
る
意
味
も
違
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
そ
れ
で

も
「
食
す
」
と
い
う
行
為
の
前
に
は
必
ず
「
屠
る
」
と
い
う
行
為
が
あ
る
。

命
を
い
た
だ
く
こ
と
に
は
、
今
昔
の
違
い
は
な
い
は
ず
。
人
も
ま
た
自
然
界

に
生
か
さ
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
こ
と
は
忘
れ
ず
に
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

ろくべん館だより　　Vol.36

『鹿食と諏訪大社』 
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【お問い合わせ先】　自衛隊長野県地方協力本部飯田出張所　�22－2613まで

 自衛隊からのお知らせ 　自 衛 官 募 集 案 内
　自衛隊長野地方協力本部飯田出張所では、平成25年度冬季及び26年度春季自衛官等を募集しています。

　高等工科学校は、自衛隊の基礎的な訓練やハイテク装備を扱う、若きエンジニアを養成する学校で、入学と同時に防

衛省職員として特別国家公務員の身分が保証されます。

　一般の高等学校では体験できないカリキュラムをこなし３年間で卒業となり、卒業後は自衛官として任用されます。

詳細については次のとおりです。

試 験 日受付期間資　　格募集内容

平成26年1月11日(土)
～1月13日（月）の内１日

【受付締切日】
平成25年12月6日(金)

中卒（見込み含む）15歳以上17歳未満の男子推薦試験
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

平
成　

年
度
冬
季
自
衛
官

２５
【一次試験】
　平成26年1月18日(土)
【二次試験】
　平成26年2月1日(土)
　～2月4日（火）の内1日

【受付締切日】
平成26年1月10日(金)

中卒（見込み含む）15歳以上17歳未満の男子一般試験

【一次試験】
　平成26年3月1日(土)
【二次試験】
　平成26年3月13日(木)

【受付期間】
平成26年1月22日(水)

～1月31日（金）
高卒（見込み含む）２１歳未満の者

一般試験
（後期）

防
衛
大
学
校

平成26年4月中旬頃
平成26年1月中旬

～4月上旬頃まで
◇一般　18歳以上34歳未満の者
◇技能　18歳以上で国家免許資格等を有する者

予備自衛官補
（一般・技能）平

成　

年
度　

２６

春
季
自
衛
官
等

平成26年5月上旬
平成26年2月上旬

～4月下旬頃まで

◇一般・技術　　20歳以上26歳未満の者
◇歯科・薬剤師　専門の大卒(見込み含む)
　　　　　　　　20歳以上30歳未満の者

自衛隊幹部候補生
(一般・技術・歯科・薬剤科)

平成26年5月中旬
平成26年2月上旬

～4月下旬頃まで
医師・歯科医師の免許取得者

医科・歯科幹部自衛官
(医師・歯科医師)

 南信州広域連合と飯田医師会からのお知らせ 　

あなたの看護経験、看護の資格を活かしませんか?　長野県ナースセンターに登録をお願いします
　ナースセンターは、看護職員の求職と求人施設の橋渡しを行っています。ナースセンターに登録すると、就職相談、

求職情報だけでなく、研修会の情報、進路進学相談などを受けることができます。再就職支援研修、訪問看護研修など

の研修会が受けられるのはナースセンターだけです！

　　　　　　　　　　　　ご登録は　e－ナースセンター：www.nurse-center.net
お電話でのご登録・お問い合わせは　�O263－35－0067　長野県ナースセンター

�
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長野県ナースセンターは、看護職限定の無料職業紹介所です。長野県が長野県看護協会に委託して事業を行っています。

 飯田一日合同行政相談所 

－ くらしの困りごと相談 － のお知らせ
　不動産の登記、年金、建築や農地など役所の仕事についての相

談や、法律相談などを受け付ける一日合同行政相談所を開催しま

す。相談は無料で、秘密は守られます。事前の予約は不要です。お

気軽にご利用ください。

日　　時：平成25年11月27日(水)

　　　　　午前10時～午後3時(受付は午後2時30分まで)

場　　所：飯田文化会館展示室　(住所：飯田市高羽町5-5-1)

参加予定機関：長野地方法務局飯田支局／長野県下伊那地方事務所

　　　　　長野県飯田建設事務所／飯田市役所／飯田年金事務所

　　　　　飯田公証役場／長野県弁護士会／長野県司法書士会

　　　　　長野県行政書士会／関東信越税理士会飯田支部

　　　　　長野県土地家屋調査士会／長野行政相談委員協議会

　　　　　長野行政評価事務所

連 絡 先：総務省長野行政評価事務所（�026－235－5566）

地域のみなさまの安心と安全を支えるため
地域医療の充実に取り組んでいます

 長野県行政書士会飯田支部から 

遺言・相続等無料相談会のお知らせ
　行政書士会飯田支部では、下記により無料相談会

を開催します。

記

相談内容：○遺言書作成に関する相談

　　　　　○遺産相続に関する相談

　　　　　○成年後見制度に関する相談

相 談 日：毎月第２土曜日

時　　間：午後１時から４時まで

場　　所：飯田市本町一丁目　りんご庁舎(３階)

　　　　　第二会議室

※相談ご希望の方は下記までご予約下さい。

長野県行政書士会飯田支部
遺言・相続等サポートチームリーダー　行政書士　木下  茂
�0265－22－5603
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　９月28日には第33回目の中学校の文化祭「大鹿祭」、翌29日に

は、村の伝統芸能「大鹿

歌舞伎」伝承のため春か

ら取り組んできた「歌舞

伎公演会」が開催されま

した。全校23名の生徒

たちが、各々、たくさん

の役割を担当し行われた

この２大行事は、多くの

お客様に見守られ、大成

功に終わりました。

　秋晴れに恵まれた今年

の運動会。小学校では９

月14日、保育所では21

日、村民運動会は10月

13日、予定通り賑やか

に運動会が開催できまし

た。

　保育所や小学校では子

供が少なくなる一方です

が、みんなで一生懸命練

習してきた競技やダンス、

組体操を家族の前で力

いっぱい披露できました。

村民運動会では、老若男

女ひごろの運動不足を解

消する勢いで、分館対抗

などの競技を楽しみまし

た。

20202020202020202020202020

村の行事予定 村の行事予定 村の行事予定 
11月
１５日 インフルエンザ予防接種

１６日 くみ取り

２１日 廃プラスチックの収集日

２１日 健康運動講座

２４日 大鹿歌舞伎長野公演

２５日 健康運動講座「脂肪減少・筋力アップ教室」

２６日 チラシ・雑誌の収集日

２８日 健康運動講座「ヨーガ教室」

２９日 ヘルス・スクリーニング報告会

３０日 くみ取り

下旬 埋立ゴミの収集日

12月
３日 その他紙の収集日

５日 その他プラスチックの収集日

７日 くみ取り

１０日 空き缶と鉄類の収集日

１０日 健康運動講座「脂肪減少・筋力アップ教室」

１２日 廃プラスチックの収集日

１７日 新聞紙の収集日

１９日 健康運動講座

２１日 くみ取り

２６日 廃プラスチックの収集日

２６日 健康運動講座「ヨーガ教室」

1月
１日 元旦ウォーキング大会

６日 消防団出初式

９日 廃プラスチックの収集日

９日 くみ取り

１４日 びん類・ペットボトルの収集日

１４日 健康運動講座「脂肪減少・筋力アップ教室」

１６日 健康運動講座

１８日 空き缶と鉄類の収集日

２３日 健康運動講座「ヨーガ教室」

２５日 チラシ・雑誌の収集日

２７日 廃プラスチックの収集日

大鹿村の 秋の運動会

中学校「大鹿祭」と「歌舞伎公演会」




